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衛星通信

春分の日前後（2月 26 日ごろ～ 4月 12
日ごろ）と、秋分の日前後（8月30日ごろ
～ 10月 15日ごろ）の年 2回、軌道上に
太陽があると地球の影に入って、衛星に太陽
光が当たらなくなる「食」の期間があるんだ。
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衛星をどう
コントロールする？

天体の動きと関係が深い管制のお仕事

なんで通信衛星がズレちゃうの？

地球から 3 万 6000km 離れた静止軌道を移動する衛
星を、70km 四方、奥行き 15km の範囲におさまるよ
うに、管制センターからコントロールしている。

太陽輻射圧（ふくしゃあつ）と
いって、太陽光が持っている圧
力によって、衛星の軌道がズレ
てしまう。太陽を背にして進ん
でいるときは追い風を受けるよ
うに加速して地球から離れ、太
陽に向かっているときは向かい
風を受けるように減速して地球
に近づく。

太陽は 1 年を通して、赤道面に対して上がっ
たり下がったりしている。衛星は太陽や月の
引力によって引かれていて、太陽や月がどこ
にあるかによって、軌道の面が赤道面から南
北方向にズレてしまうんだ。

地球は完全な球体ではなく、少し偏平
なので、重力が一定ではない。地球の周
りを移動する衛星も、重力の大きい方に
引っ張られてズレていってしまうよ。

管制センターの中にある OCR（オペレーションコントロール
ルーム）と呼ばれる部屋。ここで現在は 14 機の通信衛星を常
に 4 人体制で運用している。コンピューター上のさまざまな
データを見ながら、各衛星の状態をチェックしているんだ。
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太陽の
光！

太陽や月の引力が働く

コマンド

引き寄せられる

通信衛星の軌道修正イメージ

太陽光に圧
お

される

太陽や月に引っ張られる

地球の重力は
同じじゃない!?

24時間365日、宇宙から
私たちの生活を支えている人工衛星。
この連載では、テレビ番組から
災害対策まで大活躍する「通信衛星」
のしくみや働きを徹底研究するゾ！

太陽、月、地球の動きから
ズレを予測する

お話を伺ったスカパーＪＳＡＴ株
式会社 技術運用部門 衛星技術本
部 衛星運用部の佐藤洋二さん。
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3 つの軸に対して姿勢がどうなっているかのデータを衛星が自律
的に分析し姿勢制御を行う。また、スラスタと呼ばれる小さなロ
ケットエンジンがさまざまな位置に搭載されていて、エンジンを
噴射することで軌道修正している。どのように軌道の調整を行う
かはあらかじめ衛星にコマンドがインプットされているが、まれ
に管制センターから緊急にコマンドを送ることもあるという。

通信衛星にコマンドを送る

衛星は、太陽光で電気を発生させて動いてい
るから、太陽光が当たらないときは、バッテ
リーに充電した電気を使うことになる。もし
長い時間太陽光を受けないでいると、バッテ
リーが切れて止まってしまうのだ。「食」が
最大のときは、72分間も太陽光が当たらな
い時間が続く。バッテリーの準備はもちろ
ん、宇宙空間では太陽光によって300℃近
くの温度差が出るので、機器の故障などのト
ラブルも発生しやすく、衛星を見守る管制セ
ンターも緊張状態となる。通信衛星をコント
ロールする仕事は、宇宙の天体の動きと密接
に関わっているんだね。

衛星の
食運用

ロケットエンジン


